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C.立 地条件 と林木 の生育 との関係

宮 島 寛

荒 上 和 利

等.ヒ ノ キの生 長 と土壌 条件

母材 を異 に した 土壌 に対 す る ヒノキの生 長 と、 これ ら土 壌 の母 材 別 施 肥の 影響 を検 討 して・ ヒ

ノ キの適地 選 定 の た めの 資料 を 得 る こ とを 目的 と して ナ ンゴ ウ ヒC1-2苗 を用 いて 植 栽 試験 を

行 なつ た。

その結果ヒノ物 生長齢 よぽ牡 麟 件は、物理性で壱ま%地 化学性ではPH、 置撒 度

跳 置灘 ヵ,レシウ醗 羅 馨 齢 度などが大き嬢 因として教 られ、なかでも%比 が
※

ス ギでは 概 して 小 さ いほ ど、 ヒノ キでは む しろ大 きい土壌 ほ ど、 それ ぞ れす ぐれ た生長 を示 す 傾

向 にあ る こ とは興 味 深いo

※ 宮島 寛、 出盛 直:メ ギ品種 の生 長 と土 壌 条件

ア7回 藏林 講1966,4.

2、 主 要 ス ギ品種 に対 す る 麗効 比較

ス ギはそ の 品 種 に よつ て 施 肥 に対す る反応 の度 合が 異 なる ことが考 え られ る の で、 現地 の 造林

木 に対 す る施 罷効 果 を比 較 検討 した。 この研 究 は造 林 学 教室 佐 藤 敬二 教授 ・ 須綺 民 雄教 官・ 岩大

戸沢 俊 治教官 との共 同研 究 で あ る。

試 験地 は 佐 賀 県神 埼郡 脊 振村 有 林 で、1966年5月 植 栽 され た 「九 州産 主要 ス ギ品種 試 験地 」

に 於い て、 ス ギ 窪2品 種(オ オ ノ ス ギ、 ヒノデ ス ギ、 ヤイ チ ス ギ、 フジス ギ・ キ ウ ラ、 クモ トオ

シ、 ウ ラセバ ル 、ヤ ブ クグ リ、 シヤ カイ ソス ギ、 イ ワオ ス ギ、 オ ビア カ、 ア カ バ)の 植 栽地 に対

して 、 品種 溺 に速 効 性 麗料 区 、緩 効 性 肥料 区 於 よび無 施 麗区を 設 定 し、 施 肥 当年 の樹 高生 長量 に

あ らわれ る 施肥 の 影 響を検 討 した。

試験 の結 果 で は、 無 施 肥 区で も生 長 が よ ぐ、 しか 屯肥 効の大 きい もの(フ ジス ギ、 キウ ラ・ ウ

ラセ バル)、 肥効 の小 さ い もの(ヒ ノ デ)、 無 施 肥 区で は生 長 が 中程度 で 肥効 の大 きい もの(イ

ワオ ス ギ)、 罷 効 の小 さ い もの(ヤ ブ ク グ リ、 シヤ カ イ ンス ギ、オ ビアカ)な どに類 別 され そ う

で あ る。

'また
、 麗 癖 の種 類 では 速 効 挫の もの よ ち も緩 効 性 の 肥料 くアルl」ソス ー パ ー1号)が 効果 は大

きい よ うで あ る。 しか しなが ら以 上の こ とが らに つ いて は 今後 の追 試 に とつ て は つ きりきれ る こ



とで あ ろ う。

5.ス ギ在来 品種 の現 地 適応 試 験

ス ギは 品 種 に よ り生 長 に遅速 が あ るが 、 またそ の生 長は、 植栽地 の立 地 条件 に 竜大 港 ぐ支 配 さ

れ 、 品種 に よつ て立 地 に対 す る適 応性 の比 較 的大 選い もの と小 さい 庵の とが ある こと も確か で あ

る。 い わ ゆ る適 地適 品種 の選 定 の 重要 性 が そ こ にあ る。 われ わ れは 、 九 州地 方 産主 要 ス ギ品 種 の

幾つ か につ いて ・現 地 に植 栽 試験地 を設 定 し、 植栽 後の生 育 状態 を 比 較検 討 す る こと と した。

設 定 され た試 験地

第1試 験 地:粕 屋 演 習林15林 班 い 小班i

第2試 験 地:宮 崎 演 習林15林 班

第3試 験 地:脊 振村 有林 三 継 山

設 定年 月

第f試 験 地9196乙 年4月

第2試 験 地:G965年4月

第5試 験地:1966年5月

供 試 品種

第 零試験地 ニク モ トオ シ、 イ ワオ ス ギ・ キ ジ ンス ギ、 ヤ ブク グ ジ、 ヒノデ ス ギ、 モ トエ ス ギ'

ウ ラセ バル ス ギ、 ヤイ チ ス ギ、 キ ウ ラス ギ、 綴ガ ボ、 禦シ ノス ギ(ジ ユ ウ ゾウ ボ)以 上 初 品種⊃

第2試 験 地:第1試 験 地1塚 品 種 論 よび オ ピァ カOl2品 種 》

第5試 験 地=第1、 第2両 試験 地 共通 品 種 と して、 クモ トオ シ、 イ ワオ ス ギ、 ヤ ブ クグ リ、 ヒ

ノ デス ギ、 ウ ラセ バル ス ギ、 ヤイ チス ギ、 キウ ラス ギの7品 種 、 第2試 験地 と共 通 のオ ビアカ 慶

よび本 試験 地 の みのオ オ ノス ギ、 フ ジス ギ、 ア カバ、 シ ヤカ イ ソス ギの5品 種 、以 上12品 種6

生育 調 査

第4、 第2試 験 地 は植 栽 後満4年 を経 過 したの で、 宮 崎 演 習林 と協 議 の 上、 昭 和41年 度 末 現

在 で生 育 調 査 を実施 す る こ とと したo従 つて ここで は第 窪試験 地 につ い て調 査 した 結果 を報 告す

るo

調査 方 法

試 験地 を品種 毎 に傾 斜地 の上 部〈1>x中 部② 、 下 部5)の5ブPツ クに分 け、 各 フ瞬 ツ ク毎 窪O本

ず つ の調 査 対 象木 を決 め、 地 上 窪oem部 位 の 直 径 〈根元 直 径 と し2方 向平 均 値 〉、 直径 灘定 置

(白 ペ ソキで 郎 をつ け る 〉か らの樹 高(中 心木)お よび 最大 の ク ローネ 巾 く2方 向平 均 値)を 測

定 したo



署 査 精果

樹 高 お よび クP一 ネ 巾は醐 、 根 元 有径 は 搬難 単位 と して 測定 したが 、 それ らの結 果 は つ ぎの と

お りで あ る。

なお 品 種名 の記 号 はつ ぎの よ うに きめた。

樹 高(伽)測 定 値 と 分 散 分 析 結 果

(G967年5月 現在)
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根 元 直 径 くmm)測 定 値 と 分 散 分 析 結 果

(雀96ワ 年3月 現在)



⊥
IDi≧(Fl95%×2k×VE)2

⊥

≧(255×2×5×21.80)2

2≧1Z5

。'.H>C、 工、G、D、F、K、

」 、A>工 、G,D、F、K、

D、 臥>K、



最 大 ク ロ ー ネ 巾(cm)測 定 値 と 分 散 分 析 結 果

(196ワ 年3月 現 在)
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以 上 の 測定 結果 か ら粕 屋 演習林 で は 、植 栽 後満4年 現 在 の と ころ、 樹 高では ヤ イチ ス ギが 最 も

す ぐれ 、 つ いで ク モ トオ シ、 イ ワオ ス ギ とな り、 この5品 種 間 には 有意 差は ない 。 つ いで 、 コガ

ボ、 キ ジ ソス ギ、 ヒノ デス ギ、 ヨシ ノス ギ(ジ ユ ウ ゾウボ)、 モ トエ ス ギ、 キウ ラス ギ の順 とな

り、 最 も生 長 の 劣 る品 種 は ウ ラセ パル ス ギ と ヤ ブクグ リであつ た。 根 元 直径 では ヤイ チ ス ギ、 コ

ガ ボが す ぐれ 、 つい で クモ トオ シ、 イ ワオ ス ギ、 ヒ ノデ ス ギ、 キジ ソス ギ、 キ ウ ラの 順 とな り、

ウ ラセバ ル ス ギ、 ヤ ブ ク グ リ、 ヨ シ ノス ギ な どが 最 も劣つ て い た。 ク ロー ネ巾 で は コガ ボ、 ヤ イ

チ ス ギ、 キウ ラが最 も大 き ぐ、 ウ ラセ パ ル ス ギ、 ヤ ブク グ リ、 ヨシ ノス ギな どが 最 も小 さい。 こ

れ らの こ とか ら、 初期 生 長 は ヤイ チ スギ、 クモ トナ シ、イ ワオ ス ギな どが最 もす ぐれ、 ヨシ ノス

ギ、 ウ ラセ バル ス ギ、 ヤ ブクグ リな どは最 も劣 る品 種 とい うことが で きよ う。

過 去1力 年 間 の 研 究 報 告

佐 藤 敬 二 ・宮 島 寛

_:主 要 ス ギ品 種 に対す る 肥効 比較 試験(予 報)須 崎 民 雄
・　 沢 俊 治

樹 高生 長 に及 ぼす 施 肥 の影響

日林 九 支 講Na20.1966.10.

宮 島 寛 ・荒 上 和 利:ヒ ノ キの生 長 と土 壌条 件(予 報)

土 壌 母材 別 施 肥の 影響

日林 九 支 講 晦2a1966.10.

宮 島 寛 ・吉 良 今 朝 芳:省 力 的育 林 技 術 に関す る研 究(第4報)

日林 九 支 講 晦20.1966.10.

宮 島 寛:ス ギ の生 長 と土壌 条 件

九 州 山 口林地 肥培 シ ンポ ジウ ム

1966.6.10.講 演

宮 島 寛 Σ 林業 経 営 の改 善

福岡 県 移動 農 民大 学 校

1966.7.Z講 演

宮 島 寛:わ が 国林業 の現 状 と育 林仮 術 の改 薯 につ い て

山村 中 堅青 年育 成 事業林 業 教 室

総 合研 修1966.9.6.講 演
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